
チェック

※上記でチェックのうえ、課題を挙げ対応策について検討します

項目
仕事を通じて培った技術・サービス・経験を生かしてスタートでき
るため、今までの延長線上でビジネスを考えることができ、販売
計画も立てやすくスムーズにいく場合が多い。未経験者は創業動
機や事業の詳細な内容、有能なスタッフの有無、取引予定先との
交渉状況、不測の事態にも耐えうるだけの自己資金の額などを
確認のうえ慎重に融資の可否を検討する。

内容

他社（事業者）と差別化
できているか、顧客ニー
ズはあるか

② 取扱商品や顧客層の絞込みとともに、価格・品質・営業力・アフ
ターフォローなど、どのように同業者と差別化するのか明確になっ
ていることが求められる。審査に際しては、技術や製品の優位性
を認めながらも顧客（市場）ニーズが本当にあるかを見極めること
が重要である。

④
「収支計画」に根拠はあ
るか

①

一番重要な点は「経営
者」

③
投資の妥当性・緊急性お
よび調達方法のバランス
はどうか

⑤

過去の勤務経験が生か
せるか、未経験者は経
験不足をどう補うか

当面必要な資金に限り支援を行い、売上の推移を見ながら必要
性に合わせて追加支援を検討する形が望ましい。自己資金は、
本人のやる気や準備状況を客観的に推し量る一つの指標でもあ
る。自己資金不足、裏を返せば過大な借入負担は採算性や健全
性を損ねる。借入に依存してギリギリの資金繰りで創業した場
合、計画が少しでもズレると即資金不足に陥ることになる。

収支計画を見る際には、必ず根拠を確認する。創業者の考えて
いる計画がどこまで現実的なのかを、取引先との契約書、発注書
など具体的な資料で確認する。飲食店や小売店なら、競合店調
査をどこまで行ったのか、収支計画の算出根拠を詳細にヒアリン
グすることが不可欠である。また月次の収支計画も要チェックで
ある。創業当初はとくに資金繰りが大変であり、いつから売上金
の回収が始まりいつの時点で採算が取れるのか必ず確認する。

経営者の人柄や創業動機、事業意欲、業界動向の把握状況、準
備状況、計数観念にも留意する。経営者に絶対事業を成功させ
ようという強い意思が感じられるか、誠実な対応か、話しの内容
に誇張や虚偽がなく、裏づけはあるか、良い情報だけでなく、悪
い情報も積極的に開示しているかということも審査における重要
な判断基準である。

創業融資審査における審査上のポイント 

課題・対応策 


